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ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機の影響もあり2009年第1四半期の成長率はｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機の影響もあり2009年第1四半期の成長率は

▲2.1%とﾏｲﾅｽ成長に転じた。これに対応して中銀は大幅な金

融緩和政策に転じ、7月までに政策金利は昨年末の水準から

5%引き下げられた。財政出動による政策総動員の効果も

あって、第2四半期は▲1.6%、第3四半期は▲1.2%とマイナス

成長幅が縮小して推移している。

ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機後も内外の信認は安定してきたが、ｵﾘﾝ

ﾋﾟｯｸ開催決定などの要因もあり、投資資金の流入が急増、為

替 ﾞ 程度 水準が定着 政府 急激な 2
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消費者物価上昇率（IPCA)

ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機の影響もあり2009年第1四半期の成長率は

▲2.1%とﾏｲﾅｽ成長に転じた。これに対応して中銀は大幅な金

融緩和政策に転じ、7月までに政策金利は昨年末の水準から

5%引き下げられた。財政出動による政策総動員の効果も

あって、第2四半期は▲1.6%、第3四半期は▲1.2%とマイナス

成長幅が縮小して推移している。

ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機後も内外の信認は安定してきたが、ｵﾘﾝ

ﾋﾟｯｸ開催決定などの要因もあり、投資資金の流入が急増、為

替は1ﾄﾞﾙ=1.7～1.8程度の水準が定着した。政府は急激なﾚｱﾙ

高を抑制するため、2009年10月には投資資金流入に2%の課

税措置を発表したが、今後G20などの場でも国際資本移動取

引への課税の問題を取り上げていくとしている。
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2008年末の政策金利は13.75%となっていたが、2009年に

入ってからはｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機後の急激な景気減速を背景に、

中銀は政策金利を7月までに昨年末から累計で5%引き下げ

た。景気の持ち直しなど大幅な金融緩和の効果は出てきて

いる一方、金利引き下げによるｲﾝﾌﾚ圧力の再燃の懸念があ

るため、2009年の9月以降は政策金利は据え置かれている。

最近のｲﾝﾌﾚ率は前年同月比で4%程度の水準で安定している。

ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機の影響もあり2009年第1四半期の成長率は

▲2.1%とﾏｲﾅｽ成長に転じた。これに対応して中銀は大幅な金

融緩和政策に転じ、7月までに政策金利は昨年末の水準から

5%引き下げられた。財政出動による政策総動員の効果も

あって、第2四半期は▲1.6%、第3四半期は▲1.2%とマイナス

成長幅が縮小して推移している。

ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機後も内外の信認は安定してきたが、ｵﾘﾝ

ﾋﾟｯｸ開催決定などの要因もあり、投資資金の流入が急増、為

替は1ﾄﾞﾙ=1.7～1.8程度の水準が定着した。政府は急激なﾚｱﾙ

高を抑制するため、2009年10月には投資資金流入に2%の課

税措置を発表したが、今後G20などの場でも国際資本移動取

引への課税の問題を取り上げていくとしている。
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国際収支 輸出入と貿易収支

2008年末の政策金利は13.75%となっていたが、2009年に

入ってからはｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機後の急激な景気減速を背景に、

中銀は政策金利を7月までに昨年末から累計で5%引き下げ

た。景気の持ち直しなど大幅な金融緩和の効果は出てきて

いる一方、金利引き下げによるｲﾝﾌﾚ圧力の再燃の懸念があ

るため、2009年の9月以降は政策金利は据え置かれている。

最近のｲﾝﾌﾚ率は前年同月比で4%程度の水準で安定している。

ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機の影響もあり2009年第1四半期の成長率は

▲2.1%とﾏｲﾅｽ成長に転じた。これに対応して中銀は大幅な金

融緩和政策に転じ、7月までに政策金利は昨年末の水準から

5%引き下げられた。財政出動による政策総動員の効果も

あって、第2四半期は▲1.6%、第3四半期は▲1.2%とマイナス

成長幅が縮小して推移している。

ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機後も内外の信認は安定してきたが、ｵﾘﾝ

ﾋﾟｯｸ開催決定などの要因もあり、投資資金の流入が急増、為

替は1ﾄﾞﾙ=1.7～1.8程度の水準が定着した。政府は急激なﾚｱﾙ

高を抑制するため、2009年10月には投資資金流入に2%の課

税措置を発表したが、今後G20などの場でも国際資本移動取

引への課税の問題を取り上げていくとしている。

2008年は、9月までは鉄鉱石、原油など資源価格の高騰を

背景に輸出が好調であった一方、輸入も内需の拡大・ﾚｱﾙ高

などにより輸出を上回るﾍﾟ-ｽで増加が続いた。10月以降はｸﾞ

ﾛ‐ﾊﾞﾙ金融危機の影響で輸出・輸入の伸びが大幅に鈍化した
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ブラジルレアルの対米ドル為替相場
為替相場は2008年に入ってから強含みに推移、一時は1ﾄﾞﾙ

=1 5ﾚｱﾙの水準まで達したが8月以降はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影

2008年末の政策金利は13.75%となっていたが、2009年に

入ってからはｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機後の急激な景気減速を背景に、

中銀は政策金利を7月までに昨年末から累計で5%引き下げ

た。景気の持ち直しなど大幅な金融緩和の効果は出てきて

いる一方、金利引き下げによるｲﾝﾌﾚ圧力の再燃の懸念があ

るため、2009年の9月以降は政策金利は据え置かれている。

最近のｲﾝﾌﾚ率は前年同月比で4%程度の水準で安定している。

ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機の影響もあり2009年第1四半期の成長率は

▲2.1%とﾏｲﾅｽ成長に転じた。これに対応して中銀は大幅な金

融緩和政策に転じ、7月までに政策金利は昨年末の水準から

5%引き下げられた。財政出動による政策総動員の効果も

あって、第2四半期は▲1.6%、第3四半期は▲1.2%とマイナス

成長幅が縮小して推移している。

ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機後も内外の信認は安定してきたが、ｵﾘﾝ

ﾋﾟｯｸ開催決定などの要因もあり、投資資金の流入が急増、為

替は1ﾄﾞﾙ=1.7～1.8程度の水準が定着した。政府は急激なﾚｱﾙ

高を抑制するため、2009年10月には投資資金流入に2%の課

税措置を発表したが、今後G20などの場でも国際資本移動取

引への課税の問題を取り上げていくとしている。

2008年は、9月までは鉄鉱石、原油など資源価格の高騰を

背景に輸出が好調であった一方、輸入も内需の拡大・ﾚｱﾙ高

などにより輸出を上回るﾍﾟ-ｽで増加が続いた。10月以降はｸﾞ

ﾛ‐ﾊﾞﾙ金融危機の影響で輸出・輸入の伸びが大幅に鈍化した

事もあり、2008年の経常収支は大幅な赤字となった。

2009年に入ってからは、輸出・輸入共に、前年同月比3割
程度の減少で推移しており、経常収支も2008年に続いて赤

字となる見込みである。
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ブラジルレアルの対米ドル為替相場
為替相場は2008年に入ってから強含みに推移、一時は1ﾄﾞﾙ

=1.5ﾚｱﾙの水準まで達したが8月以降はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影

響で大きく下落した。2009年に入ってからは強含みに推移し、

最近は1ﾄﾞﾙ=1.7～1.82ﾚｱﾙ近辺の水準で推移している。

金融面では、2008年末の政策金利は13.75%となっていたが、

2009年に入ってからはｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機後の急激な景気減速

を背景に、政策金利は7月までに8.75%まで引き下げられた。

株価指数（BOVESPA）は2009年に入ってからは上昇基調

にあり、現在は2008年5,6月のピーク時の70,000の水準までほ

2008年末の政策金利は13.75%となっていたが、2009年に

入ってからはｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機後の急激な景気減速を背景に、

中銀は政策金利を7月までに昨年末から累計で5%引き下げ

た。景気の持ち直しなど大幅な金融緩和の効果は出てきて

いる一方、金利引き下げによるｲﾝﾌﾚ圧力の再燃の懸念があ

るため、2009年の9月以降は政策金利は据え置かれている。

最近のｲﾝﾌﾚ率は前年同月比で4%程度の水準で安定している。

ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機の影響もあり2009年第1四半期の成長率は

▲2.1%とﾏｲﾅｽ成長に転じた。これに対応して中銀は大幅な金

融緩和政策に転じ、7月までに政策金利は昨年末の水準から

5%引き下げられた。財政出動による政策総動員の効果も

あって、第2四半期は▲1.6%、第3四半期は▲1.2%とマイナス

成長幅が縮小して推移している。

ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機後も内外の信認は安定してきたが、ｵﾘﾝ

ﾋﾟｯｸ開催決定などの要因もあり、投資資金の流入が急増、為

替は1ﾄﾞﾙ=1.7～1.8程度の水準が定着した。政府は急激なﾚｱﾙ

高を抑制するため、2009年10月には投資資金流入に2%の課

税措置を発表したが、今後G20などの場でも国際資本移動取

引への課税の問題を取り上げていくとしている。

2008年は、9月までは鉄鉱石、原油など資源価格の高騰を

背景に輸出が好調であった一方、輸入も内需の拡大・ﾚｱﾙ高

などにより輸出を上回るﾍﾟ-ｽで増加が続いた。10月以降はｸﾞ

ﾛ‐ﾊﾞﾙ金融危機の影響で輸出・輸入の伸びが大幅に鈍化した

事もあり、2008年の経常収支は大幅な赤字となった。

2009年に入ってからは、輸出・輸入共に、前年同月比3割
程度の減少で推移しており、経常収支も2008年に続いて赤

字となる見込みである。
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為替相場は2008年に入ってから強含みに推移、一時は1ﾄﾞﾙ
=1.5ﾚｱﾙの水準まで達したが8月以降はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機の影

響で大きく下落した。2009年に入ってからは強含みに推移し、

最近は1ﾄﾞﾙ=1.7～1.82ﾚｱﾙ近辺の水準で推移している。

金融面では、2008年末の政策金利は13.75%となっていたが、

2009年に入ってからはｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ金融危機後の急激な景気減速

を背景に、政策金利は7月までに8.75%まで引き下げられた。

株価指数（BOVESPA）は2009年に入ってからは上昇基調

にあり、現在は2008年5,6月のピーク時の70,000の水準までほ

ぼ回復している。

2008年末の政策金利は13.75%となっていたが、2009年に

入ってからはｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機後の急激な景気減速を背景に、

中銀は政策金利を7月までに昨年末から累計で5%引き下げ

た。景気の持ち直しなど大幅な金融緩和の効果は出てきて

いる一方、金利引き下げによるｲﾝﾌﾚ圧力の再燃の懸念があ

るため、2009年の9月以降は政策金利は据え置かれている。

最近のｲﾝﾌﾚ率は前年同月比で4%程度の水準で安定している。

ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機の影響もあり2009年第1四半期の成長率は

▲2.1%とﾏｲﾅｽ成長に転じた。これに対応して中銀は大幅な金

融緩和政策に転じ、7月までに政策金利は昨年末の水準から

5%引き下げられた。財政出動による政策総動員の効果も

あって、第2四半期は▲1.6%、第3四半期は▲1.2%とマイナス

成長幅が縮小して推移している。

ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ金融危機後も内外の信認は安定してきたが、ｵﾘﾝ

ﾋﾟｯｸ開催決定などの要因もあり、投資資金の流入が急増、為

替は1ﾄﾞﾙ=1.7～1.8程度の水準が定着した。政府は急激なﾚｱﾙ

高を抑制するため、2009年10月には投資資金流入に2%の課

税措置を発表したが、今後G20などの場でも国際資本移動取

引への課税の問題を取り上げていくとしている。

2008年は、9月までは鉄鉱石、原油など資源価格の高騰を

背景に輸出が好調であった一方、輸入も内需の拡大・ﾚｱﾙ高

などにより輸出を上回るﾍﾟ-ｽで増加が続いた。10月以降はｸﾞ

ﾛ‐ﾊﾞﾙ金融危機の影響で輸出・輸入の伸びが大幅に鈍化した

事もあり、2008年の経常収支は大幅な赤字となった。

2009年に入ってからは、輸出・輸入共に、前年同月比3割
程度の減少で推移しており、経常収支も2008年に続いて赤

字となる見込みである。

1.5 

2.0 

2.5 

3.0 

3.5 

J
a
n
-
0
3

M
a
y
-
0
3

S
e
p
-
0
3

J
a
n
-
0
4

M
a
y
-
0
4

S
e
p
-
0
4

J
a
n
-
0
1

M
a
y
-
0
5

S
e
p
-
0
5

J
a
n
-
0
6

M
a
y
-
0
6

S
e
p
-
0
6

J
a
n
-
0
7

M
a
y
-
0
7

S
e
p
-
0
7

J
a
n
-
0
8

M
a
y
-
0
8

S
e
p
-
0
8

J
a
n
-
0
9

M
a
y
-
0
9

S
e
p
-
0
9

（ドル/レアル）

-4 

-2 

0 

2 

4 

6 

8 

00 01 02 03 04 05 06 07 08 09

（前年同期比、%）

（年）

-2 
0 
2 
4 
6 
8 

10 
12 
14 
16 
18 

02 03 04 05 06 07 08 09

前年同月比

前月比

(%)

（年）

0

50

100

150

200

250

05 06 07 08 09

（億㌦）

（年）

輸入

輸出

- 1 -- 1 -



                               ブラジル経済・金融概況
１．年次 as of Jan 4,2010

2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年
実質GDP成長率 0.5% 4.9% 2.3% 3.7% 5.4% 5.1%
鉱工業生産指数① ▲0.1% 5.6% 2.7% 2.8% 6.0% ▲15.5%
ｻﾝﾊﾟｳﾛ工業連盟生産活動指数(INA)② 0.8% 8.6% 1.0% 1.2% 6.0% ▲2.0%
設備稼動率※ 79.7% 83.3% 85.2% 83.8% 87.0% 85.2%

- 2 -

工業部門実質売上高指数③ 0.5% 14.3% 1.0% 1.9% 1.5% ▲13.7%
自動車生産台数(千台) 1,827 2,210 2,528 2,611 2,971 3,220
自動車国内販売台数(千台) 1,315 1,259 1,369 1,556 1,977 2,196
失業率④ 12.3% 9.6% 8.3% 8.4% 7.4% 6.8%
消費者物価指数(IPCA)⑤(年平均上昇率) 14.7% 7.2% 6.9% 4.2% 3.6% 5.7%
(12月前年同月比） 9.3% 7.6% 5.7% 3.1% 4.5% 5.9%
ｻﾝﾊﾟｳﾛ消費者物価指数(IPC-FIPE)⑥(年平均上昇率) 12.2% 6.5% 5.8% 2.5% 4.1% 5.0%( )⑥( )
(12月前年同月比） 8.2% 6.6% 4.5% 2.5% 4.4% 6.2%
卸売物価指数(年平均上昇率） 27.0% 12.0% 8.2% 3.7% 5.6% 5.9%
(12月前年同月比） 6.3% 14.7% ▲1.0% 4.3% 9.4% 9.8%
輸　出(FOB)(百万ﾄﾞﾙ) 73,084 96,474 118,308 137,470 160,649 197,942
(前年比) 21.1% 32.0% 22.6% 16.2% 16.9% 23.2%
輸　入(FOB)(百万ﾄﾞﾙ) 48,253 62,782 73,551 91,396 120,627 173,107
(前年比) 2.2% 30.1% 17.1% 24.2% 32.0% 43.5%( )
貿易収支(百万ﾄﾞﾙ) 24,831 33,737 44,757 46,074 40,022 24,836
経常収支(百万ﾄﾞﾙ) 4,051 11,669 14,199 13,276 1,461 ▲28,192
直接投資ネット流入額（百万㌦） 9,894 18,169 15,193 18,782 34,585 45,058
外貨準備高(百万ﾄﾞﾙ)⑦★ 49,296 52,935 53,799 85,839 180,334 193,783
対外債務残高(億ﾄﾞﾙ)⑧★ 2,348 2,194 1,874 1,935 2,374 n.a.
DEBT SERVICE RATIO⑧ 66% 47% 45% 37% 28% n.a.
財政収支(ﾉﾐﾅﾙ、対GDP比)⑨ ▲3.7% ▲2.5% ▲3.3% ▲3.4% ▲2.3% ▲1.5%( )⑨
財政収支(ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰ、対GDP比)⑨ 4.3% 4.7% 4.8% 4.3% 4.2% 4.1%
通貨供給量(ﾍﾞｰｽﾏﾈｰ)(百万ﾚｱﾙ、12月値) 73,219 88,733 101,274 121,102 146,617 147,550
通貨供給量(M4)(億ﾚｱﾙ)★ 9,589 11,112 13,080 15,612 18,861 21,785
(前年比) 18.7% 15.8% 17.7% 19.4% 20.8% 15.5%
Selic（債券ﾚﾎﾟ金利、年末月平均） 23.4% 16.2% 18.2% 13.2% 11.2% 13.7%
株価指数(BOVESPA)(1990末=0.025)★ 22,236 26,196 33,455 44,474 63,886 37,550
REAL/US$　為替相場(SELLING)★ 2.89 2.65 2.34 2.14 1.77 2.39REAL/US$　為替相場(SELLING)★ 2.89 2.65 2.34 2.14 1.77 2.39

2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年

(注)※季節調整値、★期末値、斜体は暫定値。

①鉱工業生産指数はIBGE（ﾌﾞﾗｼﾞﾙ地理統計院）発表統計(2003年より新数値）。

②生産活動指数：FIESP(ｻﾝﾊﾟｳﾛ州工業連盟)によるｻﾝﾊﾟｳﾛ工業部門の設備稼働率、労働時間、実質販売高の

総合指数。

③工業部門実質売上：CNI(全国工業連盟)。
④失業率：IBGEによる6大都市平均値。2002年から対象が15歳以上から10歳以上に変更され、それ以前とは

連続しない。

(注)※季節調整値、★期末値、斜体は暫定値。

①鉱工業生産指数はIBGE（ﾌﾞﾗｼﾞﾙ地理統計院）発表統計(2003年より新数値）。

②生産活動指数：FIESP(ｻﾝﾊﾟｳﾛ州工業連盟)によるｻﾝﾊﾟｳﾛ工業部門の設備稼働率、労働時間、実質販売高の

総合指数。

③工業部門実質売上：CNI(全国工業連盟)。
④失業率：IBGEによる6大都市平均値。2002年から対象が15歳以上から10歳以上に変更され、それ以前とは

連続しない。

⑤CPI：IPCA=IBGEによる11大都市の最低賃金の1～40倍の所得者層を対照とした広義の消費者物価指数。

⑥IPC-FIPE=ｻﾝﾊﾟｳﾛ 消費者物価指数。

⑦外貨準備高：INTERNATIONAL LIQUIDITY=輸出手形・その他中長期債権を含む。

⑧対外債務残高, DEBT SERVICE RATIO：世銀のDDP Quick Queryの数字
⑨財政収支：過去12ヶ月の公的部門債務残高の増減、ﾉﾐﾅﾙ収支は利払い後財政収支、為替変動の影響を含む
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                        ブラジル経済・金融概況 
２．月次 as of Jan 4,2010

09年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
実質GDP成長率　 (前年同期比) └── ▲2.1% ───┘ └── ▲1.6% ───┘ └── ▲1.2% ───┘
鉱工業生産指数(前年同月比) ▲15.4% ▲13.4% ▲13.1% ▲12.3% ▲12.2% ▲9.9% ▲10.3% ▲7.9% ▲7.7% ▲3.0%
(前月比)※ 2.1% 1.9% 0.9% 2.0% 0.9% 1.2% 2.4% 1.3% 1.8% 2.2%
設備稼動率※ └── 76.9% ───┘ └── 78.4% ───┘ └── 81.4% ───┘
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設備稼動率※ 76.9% 78.4% 81.4%
自動車生産台数(千台) 185 203 273 254 269 284 282 295 273 317
自動車国内販売台数(千台) 158 155 214 184 196 243 227 205 250 231
失業率 8.2% 8.5% 9.0% 8.9% 8.8% 8.1% 8.0% 8.1% 7.7% 7.5%
消費者物価上昇率(IPCA,前月比) 0.6% 0.6% 0.2% 0.5% 0.5% 0.4% 0.2% 0.2% 0.2% 0.3%
(前年同月比) 5.8% 5.9% 5.6% 5.5% 5.2% 4.8% 4.5% 4.4% 4.3% 4.2%
ｻﾝﾊﾟｳﾛ消費者物価(前月比) 0.3% 0.4% 0.4% 0.3% 0.3% 0.1% 0.3% 0.5% 0.2% 0.3%
(前年同月比） 6.1% 6.2% 6.3% 6.1% 5.1% 4.2% 4.1% 4.2% 4.0% 3.7%(前年同月比）

卸売物価(前月比) ▲0.3% ▲0.3% ▲0.8% 0.0% ▲0.1% ▲0.6% ▲1.2% 0.1% 0.3% ▲0.1%
(前年同月比) 8.3% 7.4% 5.0% 3.5% 1.2% ▲1.7% ▲4.1% ▲3.3% ▲3.4% ▲4.8%
輸　出(FOB)(百万ﾄﾞﾙ) 9,782 9,586 11,809 12,322 11,985 14,468 14,142 13,841 13,863 14,082
(前年同月比) ▲26.3% ▲25.1% ▲6.4% ▲12.4% ▲37.9% ▲22.2% ▲30.9% ▲29.9% ▲30.7% ▲23.9%
輸　入(FOB)(百万ﾄﾞﾙ) 10,309 7,821 10,038 8,610 9,335 9,843 11,218 10,767 12,534 12,754
(前年同月比) ▲16.6% ▲34.6% ▲13.7% ▲30.0% ▲38.6% ▲37.9% ▲34.5% ▲38.3% ▲27.4% ▲25.8%
貿易収支(百万ﾄﾞﾙ) ▲527 1,766 1,772 3,712 2,640 4,618 2,924 3,074 1,329 1,328貿易収支(百万ﾄ ﾙ) ▲527 1,766 1,772 3,712 2,640 4,618 2,924 3,074 1,329 1,328
経常収支(百万ﾄﾞﾙ) ▲ 2764 ▲ 611 ▲ 1645 146 ▲ 1,738 ▲ 535 ▲ 1,665 ▲ 822 ▲ 2,311 ▲ 2,911
直接投資ﾈｯﾄ流入(百万ﾄﾞﾙ) 1,930 1,968 1,444 3,409 2,483 1,450 1,287 1,903 1,816 1,563
外貨準備高(百万ﾄﾞﾙ)★ 188,102 186,880 190,388 190,546 195,264 201,467 207,363 215,744 221,629 231,123
財政収支(ﾉﾐﾅﾙ) ▲2.5% ▲2.4% ▲2.8% ▲3.0% ▲3.1% ▲3.2% ▲3.3% ▲3.5% ▲4.3% n.a.

財政収支(ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰ) 3.3% 3.1% 2.9% 2.6% 2.3% 2.0% 1.8% 1.6% 1.2% n.a.
ﾍﾞｰｽﾏﾈｰ(百万ﾚｱﾙ)★ 137,538 137,268 135,056 144,763 133,323 139,186 135,546 137,019 145,698 147,454
M2(百万ﾚｱﾙ)★ 1,054,280 1,060,218 1,058,017 1,062,113 1,074,877 1,095,141 1,099,019 1,098,612 1,104,713 1,119,830M2(百万ﾚｱﾙ)★ 1,054,280 1,060,218 1,058,017 1,062,113 1,074,877 1,095,141 1,099,019 1,098,612 1,104,713 1,119,830
(前年同月比) 39.5% 39.8% 35.9% 31.0% 27.9% 26.7% 21.3% 16.3% 13.3% 10.1%
M4(百万ﾚｱﾙ)★ 2,230,465 2,247,303 2,270,526 2,291,876 2,314,724 2,339,473 2,386,752 2,425,287 2,469,955 2,497,828
(前年同月比) 17.7% 16.8% 16.4% 15.2% 14.4% 14.5% 14.4% 14.1% 14.9% 16.6%
Selic（債券ﾚﾎﾟ金利、月平均） 13.3% 12.7% 11.7% 11.1% 10.2% 9.5% 9.0% 8.7% 8.7% 8.7%
株価指数(BOVESPA)★ 39,300 38,183 40,926 47,289 53,197 51,466 54,766 56,489 61,518 61,546
REAL/US$　為替相場★ 2.31 2.30 2.32 2.19 1.97 1.95 1.87 1.89 1.78 1.74

09年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月09年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
(注)各項目の詳細については、年間数値の表をご参照。
当資料は情報提供のみを目的として作成されたものであり、金融商品の売買や投資など何らかの行動を勧誘するものではありません。ご
利用に関しては、すべてお客様御自身でご判断下さいますよう、宜しくお願い申し上げます。当資料は信頼できると思われる情報に基づ
いて作成されていますが、当室はその正確性を保証するものではありません。内容は予告なしに変更することがありますので、予めご了
承下さい。また、当資料は著作物であり、著作権法により保護されております。全文または一部を転載する場合は出所を明記してくださ
い
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